
　「ほたるサミットあぐい’１０」が６月２５日エスペランス丸山で開催さ
れました。オープニングではホタルを通じて環境教育に取り組む東
部小学校の児童たちが、平成１９年から同校で歌い継ぐ、ホタル愛
唱歌「ホタルのおまつり」を大合唱してサミットを盛り上げました。

♪阿久比のホタルよ　いつまでも♪ 

主な内容 

あぐいぶらり旅 

プールを一般開放 

ページ 

　保険料の確定通知を送付します。 
　納め方や計算方法を紹介。 

　「木鼻」を探しに白沢八幡社へぶ
らり。長老に案内され…。 

　町営プールを一般開放します。 
　夏休みは元気にプールで遊びませ
んか。 

□ ２０ 

□ １５ 

後期高齢者医療制度 
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ほたるサミット開催 
　ほたるサミットあぐい’１０から、「自
然と命の大切さ」を全国へ発信。 

□ 5□ 2 ～ 

□ 7□ 6 ～ 



　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ

ト
は
、平
成
元
年
か
ら
参
加
市
町
の
持
ち

回
り
で
行
わ
れ
、今
回
で
二
十
二
回
目
。阿

久
比
町
で
は
七
年
ぶ
り
三
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、今

年
十
月
に
愛
知
・
名
古
屋
で
開
か
れ
る
、生

物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
「
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、ホ
タ
ル
の
保

護
を
通
じ
て
、自
然
環
境
を
悠
久
に
守
る

道
を
模
索
す
る
た
め
、「
日
本
一
の
ほ
た
る

の
里
」
を
目
指
す
市
町
の
代
表
者
が
一
堂
に

会
し
、活
力
あ
る
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
考
え
る
交
流
の
場
で
す
。
今
回
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
の
は
、和
歌
山
県
紀
の

川
市
、岡
山
県
真
庭
市
、福
岡
県
北
九
州
市
、

山
口
県
下
関
市
、滋
賀
県
米
原
市
、そ
し
て

阿
久
比
町
の
六
市
町
で
す
。 

　
開
催
地
を
代
表
し
て
竹
内
町
長
は
「
小

さ
な
生
き
物
と
共
生
し
な
け
れ
ば
人
間
は

滅
ん
で
し
ま
う
。『
自
然
と
人
間
の
共
生
の

大
切
さ
』を
、こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
阿

久
比
町
か
ら
全
国
へ
、さ
ら
に
は
世
界
へ

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。来
賓

祝
辞
で
は
神
田
真
秋
愛
知
県
知
事
が
「
サ

ミ
ッ
ト
開
催
で
、身
近
な
自
然
を
守
っ
て
い

こ
う
と
す
る
全
国
市
町
の
前
向
き
な
姿
に

感
銘
を
受
け
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
へ
の
後
押

し
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ホ
タ
ル
が

す
め
る
環
境
づ
く
り
や
活
動
を
全
国
に
広

め
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
六
市
町
が
意
見
交
換
を
す
る
「
ほ
た
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
「
自
然
と
人
間
の
共
生

ホ
タ
ル
を
守
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
が
ホ
タ
ル
保
護
の
取
り
組
み

（
四
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。 

　
古
く
か
ら
人
間
と
共
生
し
て
き
た
ホ
タ

ル
は
、環
境
の
変
化
に
敏
感
な
た
め
、自
然

環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
貴
重
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
淡
い

光
は
、私
た
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
環
境
が
安
全
で

あ
る
こ
と
ま
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
「
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
あ
ぐ
い
’10
」

で
は
、生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
、社

会
や
人
間
の
あ
り
方
を
、今
一
度
真
剣
に
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。次
世
代
へ
“ホ

タ
ル
の
光
”を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、

実
り
多
き
サ
ミ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
日
本
一
の
ほ
た
る
の
里
」
を
目
指
す
全
国
六
市
町
の
代
表
者
が
、
六
月
二
十
五

日
阿
久
比
町
に
集
い
、「
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
あ
ぐ
い，
１０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
も
あ
り
、
ホ
タ
ル
保
護
を
通
じ
て
「
自
然
と
人
間
の
共
生
を
目

指
す
」
こ
と
を
、
阿
久
比
町
か
ら
全
国
へ
、
そ
し
て
全
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
し

ま
し
た
。 自

然
と
人
間
の
共
生 

ホ
タ
ル
を
守
ろ
う 
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ほたるフォーラムを行う参加市町の首長 

発表を行う東部小環境委員 

デュエットする竹島さん（左）と新美さん（右） 

　
ほ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
阿
久
比
町

か
ら
は
、平
成
十
八
年
に
土
壌
汚
染
防
止

条
例
を
施
行
し
て
、生
活
環
境
保
全
を
進

め
て
い
る
こ
と
や
、マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ア
グ
ピ
ー
」
が
「
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
」
の
Ｐ
Ｒ
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
田
中
大
和
環
境
省
情
報
シ
ス

テ
ム
企
画
官
は
「
小
さ
な
命
は
、時
間
的
に

も
空
間
的
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。ホ
タ
ル

の
“光
”の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
間
の
豊
か
な

心
を
育
む
」
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ま
と
め
ま

し
た
。 

　
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し
て
、俳
優
で
気
象
予

報
士
の
石
原
良
純
さ
ん
が「
空
を
見
よ
う
」

と
題
し
、講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
家
族
や
テ
レ
ビ
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
交
え
て
話
を
進
め
、「
か
け
が
え
の
な

い
地
球
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、今
何

を
す
べ
き
か
考
え
る
と
き
で
す
。
空
の
な

い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
日
に
一
度
空

を
見
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
約
四
百
人
の

来
場
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

ホ
タ
ル
の
光
は 

　
豊
か
な
心
を
育
む 

生
き
生
き
物
を
大
切

物
を
大
切
に
す
る
気
持

る
気
持
ち
と
ち
と 

　
自
然
を
守

自
然
を
守
る
心
を
学

る
心
を
学
び
ま
し
た 

生
き
生
き
物
を
大
切

物
を
大
切
に
す
る
気
持

る
気
持
ち
と
ち
と 

　
自
然
を
守

自
然
を
守
る
心
を
学

る
心
を
学
び
ま
し
た 

生
き
生
き
物
を
大
切

物
を
大
切
に
す
る
気
持

る
気
持
ち
と
ち
と 

　
自
然
を
守

自
然
を
守
る
心
を
学

る
心
を
学
び
ま
し
た 

生
き
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
と 

　
自
然
を
守
る
心
を
学
び
ま
し
た 

　
サ
ミ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
、東
部

小
学
校
の
児
童
た
ち
が
飾
り
ま
し
た
。

同
校
は
、環
境
委
員
を
中
心
に
ホ
タ
ル

の
飼
育
活
動
を
行
い
、全
児
童
が
ホ
タ

ル
を
通
じ
て
環
境
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。 

　
四
年
生
〜
六
年
生
の
環
境
委
員
十
三
人

が
、日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
ホ
タ
ル
の
飼

育
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。「
生
き

物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
と
自
然
を
守
る

心
を
ホ
タ
ル
か
ら
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ホ
タ
ル
と
と
も
に
自
然
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
発
表
す
る
と
、来

場
者
か
ら
多
く
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

　
東
部
小
学
校
で
は
、平
成
十
九
年
に
児

童
や
地
域
の
保
護
者
ら
と
作
っ
た『
ホ
タ

ル
愛
唱
歌
』（
全
四
曲
）を
歌
い
継
い
で
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら『
こ
こ
ろ
の
光
』を
四

年
生
の
新
美
希
実
さ
ん
と
竹
島
百
合
香
さ

ん
が
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
、『
ホ
タ
ル
の
お
ま
つ
り
』

を
環
境
委
員
と
四
年
生
全
員
が
合
唱
し
て

会
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
、サ
ミ
ッ
ト
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

石
原
良
純
さ
ん
記
念
講
演 

石
原
良
純
さ
ん
記
念
講
演 
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保険料について
　平成２２年度後期高齢者医療保険料の確定通知を７月中旬に郵送します。
○　保険料の計算方法
　保険料は、被保険者全員に等しく負担していただく「均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割額」を合計し
て個人単位で計算されます。
　所得の低い方や、後期高齢者医療に加入する前日に職場の健康保険の被扶養者だった方の保険料は、減額して計算されま
す。
　☆愛知県の広域連合の保険料（平成２２・２３年度）

○　保険料の納め方
・　年金額が年額１８万円以上であって介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超えない方は年金から天引
きされます。　…　特別徴収

※　年度の途中で転入、７５歳になった方などは、一定期間特別徴収となりません。
　・　口座振替や納付書などで個別に納付していただきます。　…　普通徴収

○　保険料の支払方法の選択
　　「年金からの支払（特別徴収）」に替えて「口座振替」を選択することができます。
　　希望される方は、支払方法変更の申請と口座振替の手続きが必要です。
○　支払方法変更の手続き
　　預金通帳、通帳印、保険証を持参し、保険課で手続きをしてください。
※　振替口座の名義人の方に社会保険料控除が適用になります。

保険証の更新について
　現在、皆さんが使用している保険証の有効期限は７月３１日です。
　８月１日から使用していただく保険証を７月中旬から簡易書留郵便で郵送します。
○　保険証は、有効期限を過ぎると使用できませんので、８月１日以降に医療機関などで受診されるときは、必ず新しい保
険証を提示してください。

○　保険証の色が、若草色から青色に変わります。
　　有効期限の過ぎた保険証は、８月以降役場へ来る際に返却していただくか、自分で破棄してください。

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
　現在、減額認定証を持っている方のうち、平成２２年度も引き続き住民税非課税世帯の方は、更新の手続きは不要で自動的
に更新されます。７月下旬に減額認定証を送付します。

医療機関にかかるときの自己負担は？
　被保険者の方が医療機関にかかるときは、医療費の一部を負担することになります。
　自己負担の割合は、世帯の前年の所得をもとに、８月から翌年７月までの判定をします（毎年、所得の状況により判定し
ます）。ただし、判定後に所得更正（修正）があった場合は、８月に遡って再判定します。
※　世帯員の異動（死亡、転入、転出など）があったときは、随時再判定を行い、割合が変わる場合があります。原則、異
動のあった月の翌月から適用されます。

　一般、区分Ⅰ、区分Ⅱの方　…　１割負担
　現役並み所得のある方　…　　　３割負担　　　　　　詳しくは下記参照

○　現役並み所得のある方（３割負担）と判定された場合でも、以下の場合には申請により翌月（申請日が１日の場合は当
月）から「一般」（１割負担）の負担区分が適用されます。

保険料額
（賦課限度額５０万円）＝所得割額

（総所得金額等－３３万円）×７.８５％＋均等割額
４１,８４４ 円

　☆が納付月

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月区　　分

☆☆☆☆☆☆特別徴収

☆☆☆☆☆☆☆☆普通徴収

被保険者の収入額が３８３万円未満のとき・・・被保険者の方が１人の世帯①

被保険者と７０歳から７４歳までの方の収入額の
合計が５２０万円未満のとき・・・

被保険者の方が１人で、その被保険者の収入
額が３８３万円以上であって、かつ同じ世帯に後
期高齢者医療制度以外の医療保険に加入して
いる７０歳から７４歳までの方がいる世帯

②

被保険者の収入額の合計が５２０万円未満のとき・・・被保険者の方が２人以上いる世帯③
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医療費の一部負担の区分は？
　世帯の所得に応じて、次のとおりとなります。

入院したときの食事代は？
　入院したときの食事にかかる費用のうち、決められた金額までは自己負担になります。
　入院の自己負担食事代（食事療養標準負担額）

※　直近の１２カ月間で、区分Ⅱの認定を受けている期間の入院日数

窓口負担が高額になったときは？
　窓口での医療費の自己負担が下表の自己負担限度額を超えたときは、申請により高額療養費として差額を支給します。
　申請の手続きが必要な方には別途お知らせします。（ただし、２回目以降の申請の手続きは不要です。）

※　負担区分が現役並み所得のある方で、過去１年間に、世帯の限度額を超えて高額療養費に３回以上該当している場合、
４回目から世帯の限度額が４４,４００円となります。

・　７５歳になったことにより資格を取得された方（毎月１日生まれの方を除く）は、７５ 歳の誕生月は自己負担限度額が半額
になります。

高額療養費の計算方法
　①　まず、個人の外来の１カ月の自己負担額を計算します。
　・　計算した額が前項の表の個人の限度額（外来のみ）を超えた場合、超えた分が後から支給されます。

　②　次に、入院分を含めた世帯の１カ月の自己負担額（①で支給される額を除く）を計算します。
　・　計算した額が前項の表の世帯の限度額（外来＋入院）を超えた場合、超えた分が後から支給されます。
〇　高額療養費は、暦月（月の 1日から末日まで）ごとに計算します。
〇　入院したときに、医療費の自己負担額以外に負担する食事代や差額ベッド代などは高額療養費の対象外になります。

□問い合わせ先　保険課医療年金係　�（４８）１１１１（内２１５・２５７）

一般の方

以下の「現役並み所得のある方」、「区分Ⅱ」、「区分Ⅰ」に該当しない方

現役並み所得のある方

同一世帯に市町村民税の課税所得が１４５万円以上ある被保険者の方がいる世帯の方をいいます。

区分Ⅱ

市町村民税非課税世帯で、区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ

　世帯全員の各種所得（公的年金は控除額を８０万円で計算）が０円の方。または、世帯全員が
市町村民税非課税で、被保険者本人が老齢福祉年金を受給している方。

食事代（１食につき）負　担　区　分
２６０ 円一般および現役並み所得のある方
２１０ 円入院９０日まで

区分Ⅱ
１６０ 円入院９１日以上※
１００ 円区分Ⅰ

自己負担限度額（月額）

自己負担限度額
負担区分

世帯の限度額（外来＋入院）個人の限度額（外来のみ）
※８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％４４,４００ 円現役並み所得のある方

４４,４００ 円１２,０００ 円一般
２４,６００ 円

８,０００ 円
区分Ⅱ

１５,０００ 円区分Ⅰ

◎市町村が行うこと
　○保険料の徴収
　○保険証などの引渡し
　○各種申請や届出の受付
　○制度に関する広報および窓口相談

◎広域連合が行うこと
　○保険料の決定
　○医療の給付
　○保険証の発行
　○制度に関する広報

�
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１３８ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　
「
第
三
十
三
回
阿
久
比
町
消
防
団
消
防

操
法
大
会
」（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）
が
六

月
二
十
七
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第
二

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
指
揮
者
一
人
と

操
作
員
三
人
、
吸
管
補
助
員
一
人
の
計
五

人
で
行
い
ま
す
。
指
揮
者
の「
操
作
始
め
」

の
号
令
で
、
指
揮
者
と
一
番
員
が
二
重
巻

き
ホ
ー
ス
三
本
を
火
点
前
ま
で
延
長
し
ま

す
。
二
番
員
、
三
番
員
は
ポ
ン
プ
後
方
に

吸
管
を
取
り
付
け
、
布
水
槽
に
吸
管
を
投

入
し
、
水
を
給
水
後
、
一
番
員
の
「
放
水

始
め
」
の
伝
達
に
よ
り
送
水
し
、
指
揮
者

が
標
的
を
落
下
さ
せ
ま
す
。
標
的
落
下
ま

で
の
基
準
タ
イ
ム
は
四
十
五
秒
で
す
。

　

審
査
は
、
各
団
員
が
待
機
線
に
整
列
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
解
散
ま
で
の
士
気
、
規

律
、
迅
速
な
行
動
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
器

具
愛
護
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
標
的
落
下
ま

で
の
所
要
時
間
と
、
火
点
方
向
に
ホ
ー
ス

が
真
っ
す
ぐ
伸
び
た
か
が
重
要
視
さ
れ
ま

す
。

　

選
手
に
選
ば
れ
た
団
員
は
、
こ
の
大
会

の
た
め
に
約
二
カ
月
間
、
連
日
の
き
つ
い

夜
間
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
に
駆
け
付
け
た
多
く
の
来
賓
、
家
族
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
真

剣
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

 【
大
会
の
結
果
】　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
優
勝　

第
三
分
団
二
号
車

　

新
海
正
智
、
原
貴
志
、
竹
内
幹
也
、
竹

内
辰
徳
、
竹
内
洋
祐
（
以
上
草
木
）

○
準
優
勝　

第
一
分
団
一
号
車

　

田
中
俊
充
（
宮
津
）、
榊
原
光
也
（
宮

津
）、
大
杉
亮
（
宮
津
山
田
）、
下
村
太

一
（
宮
津
団
地
）、
竹
腰
勇
太
（
宮
津

団
地
）

○
第
三
位　

第
三
分
団
一
号
車

　

竹
内
太
、
竹
内
登
、
西
村
裕
也
、
佐
藤

康
之
、
皆
川
和
樹
（
以
上
草
木
）

○
敢
闘
賞

新
美
陽
一
郎
（
宮
津
）、
榊
原
光
也
（
宮

津
）、
澤
田
雄
太
（
植
）、
蟹
江
宏
治（
椋

岡
）

　

優
勝
し
た
第
三
分
団
は
、
平
成
十
七
年

の
第
二
十
八
回
大
会
か
ら
六
連
覇
で
す
。

　

阿
久
比
町
安
全
安
心
町
民
大
会
を
六
月

二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
本
館
で
開
き
ま

し
た
。

　

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
と
安
全
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
総
会

を
行
い
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
や
今
年
度

の
計
画
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
半
田
警

察
署
員
か
ら
交
通
安
全
の
注
意
点
や
最
近

の
犯
罪
状
況
に
つ
い
て
の
講
話
、
防
災
交

通
課
職
員
か
ら
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

必
要
性
を
参
加
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
竹
内
卓
美
町
消
防
団
長
が「
進

ん
で
交
通
安
全
、地
域
安
全
活
動
に
参
加

し
、思
い
や
り
の
心
で
安
全
、安
心
の
輪
を

広
げ
ま
す
」な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣

言
文
を
読
み
上
げ
、参
加
者
八
十
人
全
員

で「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

大会宣言文を読み上げる参加者

���������������������
���������������������
���������������������
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●園児がアイガモと一緒に水田を駆け回る

アイガモを水田に放す城山保育園児たち

アイガモを水田に放ち、除草や害虫駆除を行う「ア
イガモ農法」に取り組む稲葉清仁さん（坂部）の田ん
ぼに、６月２４日城山保育園児が訪れ、６０羽のアイガモ
を水田に放す手伝いをしました。
園児たちはアイガモをやさしく手でつかみ、一羽ず

つ水田に放していきました。手伝いを終えた後、子ど
もたちも田んぼの中に入り、アイガモの後を追いなが
ら水田を元気に駆け回りました。
稲葉さんは「子どもたちが手伝ってくれたお陰で、

今年も農薬を使わないおいしい米ができそうです」と
話していました。

●１０周年記念誌を発行

記念誌をまとめた水野修司会長

阿久比てくてく同好会が「１０周年記念誌」をまとめ
ました。同好会は宮津山田自治会の有志を中心に構成
され、いろいろな場所に出掛け、仲間と一緒に「歩
く」ことを楽しんでいます。
全会員に配布するため、今回８０部作成したそうです。

１０年の歩みや、思い出などが綴られています。記念誌
を編集した同好会の水野修司会長は「会員の協力が
あって１０周年を迎えることができました。これからも
“健康第一”で、明るく楽しく歩き続けたい」と話し
ていました。

意見を発表する橋本育実さん

「大会宣言」を読み上げる参加者

　社会を明るくする運動・青少年健全育成推進両大会
が７月４日、エスペランス丸山で開かれました。
　児童・生徒の意見発表では、渡邊一平君（東部小６
年）、竹内貴大君（草木小６年）、今枝瑞希さん（阿中
３年）、須田はるかさん（阿中３年）、竹内規人君（阿
高２年）、橋本育実さん（阿高２年）が「家庭や地域
で今、思うこと」と題してそれぞれ自分の思いを発表
しました。

　目が見えないハンディキャップを抱える、阿久比高

校２年の橋本育実さんは、「毎日温かく接してくれる

皆さんに心から感謝したい。親友もできました。目の

見えないことのハンディは苦にせず高校生活を楽し

みたい」と笑顔で語りました。

　大会最後には、「明るい町、良い家庭、良い友達を

つくろう」などの言葉を盛り込んだ「大会宣言」を会

場に集まった参加者全員で読み上げ、犯罪や非行のな

い明るい住みよい町を目指す機運を高めました。

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり明るい町をつくり
青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成をををををををををををををををををををを図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす青少年健全育成を図ります
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ６９ 阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像
幼児期３歳～６歳

←園からの働きかけめざす子ども像６歳保護者からの
働きかけ　→

★食事（時間・内容・態
度）睡眠（早寝、早起
き）など決まりよい生
活リズムを家族みんな
で整える。

★生活習慣は保護者がと
もにしながら、くり返
し教え、一人でできる
ように励まし、できた
ときにはしっかりとほ
める。

★保護者自身が積極的に
あいさつをする。

★食事は、調理の仕方、
切り方、盛り付けなど
工夫し、 偏食をなくす。

★清潔になることの心地
よさを感じることがで
きるように、洗濯や入
浴など、小まめに気を
配る。

★一人で頑張っていると
きや、一人でしようと
しているときは、ゆっ
くりと待つ。

★整理整頓がしやすいよ
うに、環境を整え、子
どもと一緒に片づけ、
きれいになった喜びを
教えていく。

　
幼
児
教
育
部
会
が
作
成
し
た
「
阿
久
比
町
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
　

の
中
か
ら
、六
歳
児
の「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
と
「
保
護
者
か
ら
の
働
き

か
け
」「
園
か
ら
の
働
き
か
け
」の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
「
基

本
的
生
活
習
慣
」
に
つ
い
て
で
す
。保
護
者
と
園
か
ら
の
働
き
か
け
を

分
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。保
護
者
と
園
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
分
担
し
な
が
ら
働
き
か
け
、子
ど
も
の
成
長
を
支
え
て

　
い
き
ま
し
ょ
う
。 

★進んであいさつや返事
をする。

★食事のマナーを身に付
け、好き嫌いをしない
で食べる。

★早寝早起きの習慣を身
に付ける。

★手洗い・うがい・歯磨
きの習慣を身に付ける。

★自分で排せつの後始末
をする。

★自分で衣服の着脱をし 、
必要に応じて調節する 。

★遊んだものを片づけ、
自分の持ち物を整理す
る。

★着脱、食事、清潔など
毎日のくり返しの中で、
年齢に応じた方法、マ
ナーを教えていく。

★毎日の生活の中で、あ
いさつや返事をするこ
との気持ちよさを伝え、
積極的にあいさつをし
ていく。

★楽しい雰囲気の中で食
事が取れるようにし、
嫌いなものでも少しは
食べてみようとする気
持ちをもたせる。

★規則正しい生活の大切
さを教える。

★手洗い・うがい・歯磨
きの大切さや正しい仕
方をくり返し教え、自
分から進んでできるよ
うにする。

★排せつの仕方・紙の使
い方・トイレの使い方
（水を流す、スリッパ
を揃える、衣服を整え
る、手を洗う）など自
分でできるようくり返
し教える。

★衣服の乱れや、天候や
気温 ､活動に応じて衣
服を調節したりするこ
とを気づかせる。

★みんなで片づけに取り
組み、きれいになった
気持ちのよさを教えた
り、自分たちの生活の
場を自分たちで整えよ
うという気持ちをもた
せたりする。

１． 基本的生活習慣を身
に付け、自分から進
んでできる子ども

【年中・年長】
→身の回りの生活や、
安全、健康について
知り、自分で出来る
ことは自分でする。

【年少】
→身の回りの始末、排
せつ、食事、着がえ
など手伝いを受けな
がら自分でできるこ
とをやってみようと
する。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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１０ 

１７ 

２４ 

３１ 

 

１ 

８ 

１５ 

２２ 

２９ 

２ 

９ 

１６ 

２３ 

３０ 

４ 

１１ 

１８ 

２５ 

５ 

１２ 

１９ 

２６ 

６ 

１３ 

２０ 

２７ 

７ 

１４ 

２１ 

２８ 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

問い合わせ先 fl（４７）０３６９（阿久比スポーツ村クラブハウス２階） 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

（双子の会）申込制 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

臨床心理士による 
すくすく相談日 

予約制 

●児童館「あそびひろば」は、卯ノ山児童館で行っています。午前１０時～
午前１１時３０分。 
●　　マークの日は、午前１０時３０分～午前１１時３０分まで芝生広場で外遊
びができます。天候によっては、実施しない日もありますのでご了承くだ
さい。 

子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 
開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 
開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 

手作りおもちゃ講座 

つくってあそぼう！ 

対　象：２歳半～就園まで 
日　時：８月１３日（金）午前１０時３０分～ 
　　　　８月２０日（金）午前１０時３０分～ 
申し込み：１０組　７月３０日までに直接 
　支援センターに申し込みください。 
　パパの参加者を優先します。 
　電話での申し込みはできません 
　ので、ご了承ください。 

遊びにきてね 

遊びにきてね 

＊プロジェクター絵本 読み聞かせ 
　「お父さんがお父さんになった日」 
　８月９日（月）～１３日（金） 
＊パパと一緒にうたってあそぼう♪ 
　８月１０日（火）午前１１時３０分～正午 
＊パパと一緒にどろんこあそび 
　８月１１日（水）午前１０時３０分～午前
１１時３０分 
＊パパと一緒に水あそび 
　８月１２日（木）午前１０時３０分～午前
１１時３０分 
＊パパと一緒につくってあそぼう！（予約制） 
　８月１３日（金）午前１０時３０分～午前
１１時３０分 

遊びにきてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

毎日の子育てに疲れきっているママたちの一番身近にいて、頼れるパパたち。 
あぐぴっぴでは、お盆休みにパパと子ども向けのイベントや講座などを準備しています。
これからパパになる方もきてください。 

　「イクメン」？最近よく聞く言葉ですが、積極的に育児を楽しんで
いるメンズ（男性）という意味です。 
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乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

主ながんの特徴
①乳がん
　３０歳代から増えはじめ、５０歳前
後でピークを迎えます。主な症状
は、乳房のしこりやえくぼのよう
なくぼみなどの皮膚の変化、わき
の下のリンパ節の腫れなどがあり
ます。
　がんの大きさが０.５センチ～１

センチくらいになると自己チェッ
クでしこりを見つけることができ
ますが、早期のがんの発見には検
診が有効です。

②子宮がん
　２０歳代～３０歳代で増加していま
す。
　進行すると、月経でないときに

出血があったり、普段と違うおり
ものが増えたりします。

がん検診を受けましょう
　町では、下記のとおりがん検診
を行っています。
【問い合わせ先】
　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１１
・３１２）

　日本は世界有数のがん大国で、日本人の２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで死亡
しています。
　女性のみでみると、罹患者が最も多いがんの部位は乳がんで、以下、大腸がん、胃がん、子
宮頸がんの順となります。
　がんは、早期に発見し早期に治療をすることで、大部分の死亡を防ぐことができます。しか
し、自覚症状はがんの初期ではなく進行してから出てくるため、症状がないときからの定期検
診が、とても重要です。ぜひ、定期的に検診を受けて、がんを予防しましょう。

検診方法
料　　金

（７０歳以上無料）
対　　象

（今年度になる年齢）
受付時間実施日種　別

・２０歳～３９歳以下の方
【視触診＋超音波検査】
　視触診を行った後、超音波検査を行
い、触診では発見できない小さな腫瘤
がないかを検査します。
・４０歳以上の方
【視触診＋マンモグラフィ】
　視触診を行った後、乳房を機械では
さんで写真を撮り、小さな腫瘤がない
かを検査します。多少の痛みを伴う場
合があります。≪両方法とも授乳中は
検査できません≫

１，２００円

４０ 歳以上

◎の日
２０歳以上

午前９時～
午前１１時

午後１時～
午後２時２０分

☆の日
午前９時～

午前１１時

午後１時～
午後２時２０分

午後５時３０分
～午後７時５０
分

※８月１日（日）
◎９月８日（水）
◎１０月１８日（月）
☆１１月３０日（火）
１２月９日（木）
１月７日（金）

乳がん

【子宮頸がん検診】
　子宮頸部の組織を採取し、がん細胞
の有無や種類を調べます。月経中は検
査できません。

７００円２０ 歳以上子宮がん

※　同時に骨密度検査も受けていただけます。対象は、今年度４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳になる方。料金は１,０００円。
※　８月１日（日）午前中の乳がん検診は定員となりましたので締め切りました。

が ん 検 診 日 程が ん 検 診 日 程が ん 検 診 日 程
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《 今 月 の お す す め 》　 　 　 　

『いのちの森の台所』
佐藤　初女　著

『親の入院・介護が必要になったときに読む本』
豊田　眞弓　編著

『世界で一番キケンな生きもの』
千石　正一　監修

『Excel　２０１０乗換＆併用ガイド』
きたみ　あきこ　著

『頑固のすすめ』
王　貞治／大橋　巨泉　著

『史記　武帝記　３』
北方　謙三　著

『内訟録　細川護熙総理大臣日記』
細川　護�　著

『世界を変えるオシゴト』
マリー・ソー　他　著

『快適な生活をつくる間取りの決め方』
飯島　信樹　他　著

遺品の中から見つかったテープは、
文字の書けなかった母から息子への
遺言だった… ｡社会全体が貧しく、
家族間の体温が熱かった時代の感触
が濃密に甦る。「在日」の運命を生
き抜いた親子２代の自伝的小説。

阿久比町立図書館
�48-6231

『なんのかたち　なつ』
ビーゲン　セン　作 /永井　郁子　絵
『ひらめきの建築家　ガウディ』
レイチェル ･ロドリゲス　文／ジュリー・パシュキス　絵

『カムイチカプ　―神々の物語―』
藤村　久和　文／手島　圭三郎　絵
『ほんまにオレはアホやろか』

水木　しげる　著

絶滅したと思われている恐竜は、
実は姿を変えてあなたのそばで生き
ていた。それは鳥。近年、発掘が相
次ぐ羽毛恐竜の化石から、恐竜と鳥
の謎を、迫力のある絵と文で描いた
絵本。

『とりになったきょうりゅうのはなし』『とりになったきょうりゅうのはなし』
大島 英太郎 作大島　英太郎　作

『母 －オモニ－』『母　－オモニ－』
姜 尚中 著姜　尚中　著

８月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

７６５４３�2１

１４１３１２１１１０�9８

２１２０１９１８１７�１６１５

２８２７�２６２５２４�２３２２

☆☆☆☆３１�３０２９

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

【一般書】
　１位　『告白』
　２位　『ガリレオの苦悩』
　３位　『夜明けの街で』
　４位　『聖女の救済』
　５位　『パラドックス１３』
　６位　『流星の絆』
　７位　『１Ｑ８４　 book １・２』
　８位　『イノセント ･ゲリラの祝祭』

【児童書】
　かいけつゾロリシリーズ
　ハリー・ポッターと死の秘宝（上・下）
　ぴょこたんのまちがいえさがし
【絵本】
　がたんごとんがたんごとん　
　ノンタンシリーズ
　もこもこもこ
　おこだでませんように

これ以外にも多くの
新着図書があります

★絵画同好会萌の会作品展
　７月１６日（金）～７月２８日（水）
★押し花アート作品展
　７月３１日（土）～８月１１日（水）

�������

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

�������
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白
沢
地
区
八
幡
社
の
本
殿
を
八
十
一
歳

の
長
老
が
案
内
し
て
く
れ
た
。

「
本
殿
が
完
成
し
た
と
き
に
、
東
西
か

ら
二
手
に
分
か
れ
て
、
青
年
団
が 
木  
遣  
節 

き 
や
り 
ぶ
し

を
歌
い
な
が
ら
威
勢
よ
く 
棟  
木 
を
祝
い
こ

む
な 
ぎ

ん
だ
な
あ
。
ど
ち
ら
が
先
に
入
る
か
で
、

も
め
ご
と
に
な
っ
た
が
、
元
気
の
よ
か
っ

た
わ
し
ら
西
が
先
に
入
っ
た
よ
」

阿
久
比
町
文
化
財
調
査
報
告
『
阿
久
比

の
建
造
物
と
彫
刻
』
の
中
で
、
紹
介
さ
れ

る
八
幡
社
本
殿
の
「 
木  
鼻 
」
を
見
る
こ
と

き 
ば
な

が
今
回
の
目
的
。
木
鼻
と
は
、「
鼻
は
端
と

い
う
意
。 
頭 

か
し
ら 

貫 
、 
虹 

ぬ
き 

こ
う 

梁 
り
ょ
う

、 
肘  
木 
な
ど
横
木

ひ
じ 
き

の
先
端
が
柱
を
超
え
て
出
た
も
の
に
、
装

飾
的
な
彫
刻
を
施
し
た
も
の
。
鎌
倉
時
代

の 
禅 ぜん 
宗 

し
ゅ
う 

様 
、 
大  
仏  
様 
に
起
こ
る
」
と
解
説

よ
う 

だ
い 
ぶ
つ 
よ
う

さ
れ
る
。

拝
殿
の
後
方
に
あ
る
本
殿
は
、
昭
和
二

十
七
年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
。
玉
垣
で
仕

切
ら
れ
、
近
く
に
寄
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

正
面
の
部
分
に
二
本
の
縦
柱
が
あ
り
、
そ

の
柱
を
支
え
る
た
め
前
横
に
頭
貫
、
後
ろ

に
虹
梁
が
取
り
付
け
ら
れ
、
直
角
に
交
わ

る
左
右
の
二
カ
所
に
「
木
鼻
」
が
あ
る
。

正
面
が
「 
獅  
子 
」、
横
は
ゾ
ウ
の
よ
う
な
長

し 

し

い
鼻
と
牙
を
持
つ
「 
獏 
」
の
彫
刻
が
施
さ

ば
く

れ
る
。
頭
貫
の
中
央
上
部
に
は
「
龍
」、
脇

障
子
に
も
、
き
め
細
か
な
彫
り
物
が
見
ら

れ
る
。

獅
子
や
獏
の
木
鼻
は
「 
大  
仏  
様 
」
の
建

だ
い 
ぶ
つ 
よ
う

築
物
に
多
く
装
飾
さ
れ
た
よ
う
だ
。
鎌
倉

時
代
初
期
、 
重 

ち
ょ
う 

源 
が
東
大
寺
再
建
に
当
た

げ
ん

り
宋
の
様
式
を
採
り
入
れ
て
創
始
し
た
建

築
様
式
が「
大
仏
様
」。
も
と
は
寺
院
で
使

用
さ
れ
た
も
の
が
、
神
社
で
も
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
の
大
工
職
人
が
本
殿
造
営
に
関

わ
っ
た
。
当
時
、
熱
田
神
宮
に
通
い
、
造

営
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
と
の
こ
と
。山
車
彫
刻
で
有
名
な「
新

美
常
次
郎
（
彫
常
）」
の
名
前
も
記
録
に
残

る
。
大
工
職
人
と
彫
刻
師
の
調
和
が
後
世

に
残
る
立
派
な
本
殿
を
築
き
上
げ
た
。

「
腕
の
い
い
大
工
さ
ん
た
ち
で
、
一
人

は
、
わ
し
よ
り
六
つ
上
の
先
輩
。
今
で
も

こ
の
場
所
で
お
参
り
す
る
姿
を
見
掛
け
る

よ
」
と
長
老
。
神
社
境
内
で
開
か
れ
る

「
津
島
祭
」
予
告
の
張
り
紙
が
目
に
付
い

た
。「
木
遣
節
を
歌
い
な
が
ら
祝
い
込
ん
だ

こ
ろ
が
懐
か
し
い
よ
。
も
う
少
し
す
る
と
、

今
年
も
ま
た
に
ぎ
や
か
に
な
る
な
あ
」。長

老
の
背
筋
が
真
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
。

普
段
気
に
す
る
こ
と
も
な
い
、
伝
統
的

な
建
築
様
式
が
身
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

た
。「
木
鼻
な
ん
て
初
め
て
聞
く
言
葉
で
し

た
。
造
り
手
の
『 
侍 

さ
む
ら
い 

魂 
』
を
感
じ
ま
し
た

だ
ま
し
い

よ
」
と
友
人
が
言
う
。「『
侍
魂
』
は
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
の
見
過
ぎ
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
言

う
な
ら
『
職
人
魂
』
だ
ろ
」
と
私
が
返
す
。

八幡社本殿

獅子と獏の“木鼻”

知

多

半

島

道

路

県

道白沢
八幡線

白
沢
駅 

巽
ヶ
丘
駅 

八幡社 
 

白沢公会堂 
 

白 沢  

宝安寺 
 

名
　
鉄
　
河
　
和
　
線 

八幡社 
 

白沢公会堂 
 

白沢区民館 
 
白沢区民館 
 

北原保育園 北原保育園 

Ｎ 

阿
久
比
川

阿
久
比
川 

阿
久
比
川 

北原天満宮 
 
北原天満宮 
 

宝安寺 
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

運
動
習
慣
が
あ
る
方
も
無
い
方
も
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
ま
す
。
正
し
く

効
果
的
な
歩
き
方
を
身
に
付
け
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時

　

午
後
七
時
半
〜
午
後
九
時

□
場　

所　

　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス

丸
山
）
多
目
的
ホ
ー
ル

□
講　

師　

　

健
康
体
操
教
室
ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ
イ
ノ

ア　

伊
藤
敦
子
先
生

□
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

�阿
久
比
町
商
工
会　

様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
四
万
八
千
円
を
「
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
六
月
二
十
九
日
白
沢
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
、
商
工
会
法
施
行
五
十

周
年
記
念
事
業
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


会
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
で
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
不
適
切
な
訪
問
販
売
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
に
紹
介
す
る
事
例
を
参
考

に
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
を
装
う
ケ
ー
ス

　

消
防
職
員
の
身
分
を
か
た
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
義
務
に
な
っ
た
と
取

り
付
け
、
法
外
な
代
金
を
要
求
す
る

ケ
ー
ス
。

※　

消
防
職
員
が
住
宅
用
警
報
器
を
訪

問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
に
よ
り
身
分
を
証
明
す
る
も
の

を
要
求
し
て
く
だ
さ
い
。

恐
怖
心
を
あ
お
る
ケ
ー
ス

　

設
置
し
な
い
と
罰
金
を
取
ら
れ
る
。

火
災
保
険
が
下
り
な
い
な
ど
と
、
恐
怖

心
を
あ
お
る
ケ
ー
ス
。

※　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
罰

則
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火

災
保
険
が
下
り
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　

「
だ
ま
さ
れ
た
。
高
額
な
請
求
を
さ

れ
た
」。
そ
ん
な
と
き
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

　

消
費
者
が
申
し
込
み
や
契
約
を
し
て
、

内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
一
定
期
間
（
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
に
つ
い
て
は
八
日
間
）

で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
代
金
を
支
払
う

必
要
は
な
く
、
支
払
い
済
み
の
代
金
な

ど
も
全
額
返
還
し
て
も
ら
う
権
利
が
あ

る
と
い
う
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

〇
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�
０
５
２

（
９
６
２
）０
９
９
９

早
期
設
置
が
最
大
の
被
害
防
止
策
で
す

　

信
頼
の
お
け
る
販
売
店
で
購
入
し
て

設
置
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
不
適
切
訪

問
販
売
被
害
防
止
策
と
な
り
ま
す
。
家

族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
一

日
も
早
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２

１
）１
４
９
１

住
宅
用
火
災
警
報
器 

９月２日（木）

９月９日（木）

９月１６日（木）

９月３０日（木）

１０月７日（木）

１０月１４日（木）

１０月２１日（木）

Ｑ．固定資産税の評価替えとは何ですか？
Ａ．毎年度評価替えを行い、その結果をもとに課税を行うことが理想的ですが、
膨大な量の土地、家屋について毎年度評価を見直すことは、実務的には事実
上不可能です。課税事務の簡素化を図り徴税コストを最小に抑える必要もあ
ることなどから、土地と家屋は原則として 3年間評価額を据え置く制度、つ
まり３年ごとに評価額を見直す制度となっています。
　　評価替えは、３年間の資産価格の変動に対応し、評価額を適正な均衡のとれ
た価格に見直す作業です。
　　なお、土地の価格は、平成２２年度（第２年度）・平成２３年度（第３年度）
は、地価の下落があり、価格を据え置くことが、適当でないときは、簡易な
方法で価格を修正することとなっています。
□問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８・２３１）

シリーズで税金の疑問について紹介
していきます。シリーズ税金Ｑ＆Ａ

チャリティー募金の目録を町長に手渡す竹内幸太郎商工会長
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�児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育

成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生

活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

十
八
歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど

も
④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
子
ど
も
、
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

※　

父
と
子
ど
も
が
公
的
年
金
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
（
月
額
）

　

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の

数
や
受
給
者
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

○
児
童
一
人
の
場
合

　

全
部
支
給　

四
万
千
七
百
二
十
円

　

一
部
支
給　

四
万
千
七
百
十
円
〜

　

九
千
八
百
五
十
円

○
児
童
二
人
以
上
の
加
算
額

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

二
人
目　

五
千
円

　

三
人
目
以
降
一
人
に
つ
き
三
千
円

支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
と
扶
養
義
務
者
な
ど
の
平

成
二
十
一
年
中
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る

場
合
は
、
平
成
二
十
二
年
度
（
平
成
二
十

二
年
八
月
〜
平
成
二
十
三
年
七
月
）
は
、

手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ

れ
ま
す
。

支
給
月

　

四
月
、
八
月
、
十
二
月

□
申
請
時
期

　

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
給
要
件
が
該

当
し
て
い
る
方　

→

　

十
一
月
三
十
日
ま

で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
八
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

八
月
一
日
以
降
、
十
一
月
三
十
日
ま
で

に
支
給
要
件
が
該
当
し
た
方　

→

　

十
一

月
三
十
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
支

給
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

※　

十
二
月
一
日
以
降
の
申
請
は
「
申
請

の
翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※　

申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
一
月
の
支

払
い
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

受
給
資
格
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸

籍
謄
本
（
抄
本
）
や
住
民
票
な
ど
が
必
要

で
す
。
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課
社
会
福

祉
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２

６
）

�
　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

二
十
三
年
四
月
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

□
応
募
資
格　

平
成
四
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
校
を
平
成
二
十
三
年
三

月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

□
採
用
予
定
人
員　

高
校
卒
二
人
程
度

□
受
付
期
間　

八
月
九
日（
月
）〜
八
月
二

十
六
日（
木
）（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除

く
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
試
験
日　

九
月
十
九
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
総
務
課　

�（
２
１
）

１
４
９
０

�
　

愛
知
県
史
『
別
編　

自
然
』
を
刊
行
し

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
自
然
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

八
月
二
十
八
日（
土
）　

午
後

一
時
〜
午
後
四
時
半

□
会　

場　

愛
知
県
図
書
館　
 

□
定　

員　

二
百
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費　

無
料

□
講　

師　

山
田　

正
浩
（
奈
良
大
学
教

授
）「『
別
編　

自
然
』
に
つ
い
て
」、
鬼

頭　

剛
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
研
究
員
）「
地
形
･
地
質
か
ら

愛
知
の
過
去
を
探
る
‐
愛
知
県
ぐ
る
り

仮
想
ハ
イ
キ
ン
グ
‐
」、
矢
部　

隆
（
愛

知
学
泉
大
学
教
授
）「
愛
知
県
の
多
様
で

ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
た
ち
」

□
募
集
開
始　

七
月
二
十
日（
火
）〜

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室

　

�
０
５
２（
９
７
２
）９
１
７
１

�
　

木
々
の
繁
茂
す
る
季
節
と
な
り
、
沿
道

の
樹
木
の
枝
が
歩
道
、
車
道
へ
と
張
り
だ

し
て
い
る
場
所
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
に
視
界
が
遮

ら
れ
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
所
有
地
や
管
理
地
の
庭
木
を

点
検
し
、
道
路
側
に
は
み
出
た
部
分
は
枝

払
い
や
伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
２
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

配偶者・扶
養義務者　

受給資格者　　区分（所得）

扶養親族数　　 一部支給全部支給

２,３６０,０００円１,９２０,０００円１９０,０００円０人

２,７４０,０００円２,３００,０００円５７０,０００円１人

３,１２０,０００円２,６８０,０００円９５０,０００円２人

３,５００,０００円３,０６０,０００円１,３３０,０００円３人

３８０,０００円３８０,０００円３８０,０００円４人目以降
の加算額　
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
の
利

用
者
に
知
多
半
島
の
魅
力
を
伝
え
、
観
光

客
の
誘
致
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
知
多
半
島
観
光
物
産
展
を
開
催
し

ま
す
。

□
日　

時　

七
月
二
十
八
日（
水
）〜
八
月

一
日（
日
）の
五
日
間　

午
前
十
時
〜
午

後
五
時

□
会　

場　

中
部
国
際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
四
階
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ

□
主
な
イ
ベ
ン
ト　

各
市
町
の
伝
統
芸
能

や
産
業
、
名
産
品
な
ど
の
紹
介
（
五
市

五
町
が
日
替
り
で
開
催
）、
切
り
絵
、
機

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

織
り
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
一
部
有

料
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
）

□
阿
久
比
町
の
日　

七
月
三
十
日（
金
）は

阿
久
比
町
と
東
浦
町
の
日
で
す
。

　

◆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
「
梅
ま
つ
り
と

農
業
ま
つ
り
の
紹
介
」（
午
前
十
一
時
と

午
後
二
時
半
の
二
回
、各
二
十
分
程
度
）

　

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
米
俵
か
つ
ぎ
体

験
」
お
に
ぎ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
先
着

三
百
人
）

□
同
時
開
催

　

知
多
半
島
特
産
品
フ
ェ
ア
（
七
月
二
十

八
日
〜
八
月
一
日
）、セ
ン
ト
レ
ア
盆
踊

り
の
ゆ
う
べ
（
七
月
三
十
一
日
・
八
月

一
日　

午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１（
内
２
３
４
）　

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.tow
n.agui.lg.jp

�□
日　

時　

十
月
二
日（
土
）　

午
前
九
時

〜
午
後
一
時
（
雨
天
決
行
）

□
場　

所　

大
字
草
木
地
区

□
内　

容　

清
掃
（
ゴ
ミ
拾
い
）、
グ
リ
ー

ン
マ
ッ
プ
（
環
境
地
図
）
作
り
、
草
木

小
学
校
の
校
庭
整
備
、
れ
ん
げ
米
稲
刈

り
体
験
、
竹
工
作
コ
ー
ナ
ー

□
特　

典　

れ
ん
げ
米
の
お
に
ぎ
り
と
豚

汁
の
昼
食
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ
ネ
ー

□
対
象
者　

活
動
が
出
来
る
方
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
募
集
人
員　

百
五
十
人

□
参
加
費　

無
料

□
募
集
期
間　

七
月
十
五
日（
木
）〜
九
月

十
日（
金
）

□
主　

催　

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

□
後　

援　

阿
久
比
町
、
阿
久
比
町
教
育

委
員
会

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
阿
久
比
事
務
局

　

�（
４
９
）１
６
８
０

　

電
子
メ
ー
ル

　
S
A
K
IE_N

IIM
I@
denso.co.jp

�
　

六
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開
園
し
た

花
か
つ
み
園
に
は
、
期
間
中
三
千
七
百
人

を
超
え
る
来
園
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
募
集
し
た
短
歌
や
俳
句
、
写

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

真
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
作

品
展
で
展
示
す
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
社
会
教
育
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

□
期　

間　

八
月
十
日（
火
）〜
八
月
二
十

二
日（
日
）

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
ロ
ビ
ー

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

会
（
日
帰
り
バ
ス
旅
行
）
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

八
月
一
日（
日
）　

午
前
八
時

半
役
場
出
発（
午
後
五
時
半
帰
町
予
定
）

□
行
き
先　

ひ
る
が
の
高
原「
牧
歌
の
里
」

□
定　

員　

四
十
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費　

千
円
（
大
人
、
子
ど
も
共
通
。

昼
食
代
含
む
）

□
対
象
者　

阿
久
比
町
遺
児
手
当
を
受
給

し
て
い
る
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
親
子

□
申
込
期
間　

七
月
五
日
（
月
）
〜
七
月

二
十
三
日
（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

町
社
会

福
祉
協
議
会　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
５
２
）

�ユ
ニ
ー
株
式
会
社　

様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
二
十
五
万
九
千
七
百

三
十
一
円
を
「
環
境
保
全
の
た
め
に
」
と
、

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
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� �
� �
� �
� �

「
ユ
ー
ス
・
子
ど
も
会
議
」に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ　

は
条
約
締
約
国
の
代
表
者

１０

に
よ
る
会
議
で
す
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
議
論
す
る
場
が
あ
り
ま
す
。
地
球

の
未
来
を
担
う
青
年
や
子
ど
も
に
よ
る

会
議
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

青
年
（
ユ
ー
ス
）
に
よ
る
会
議
は
、

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
あ

い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
な
ど
で
行
わ
れ
、
議

論
や
発
表
会
に
加
え
、
県
内
の
一
般
家

庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
国
際

交
流
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
る
会
議
は
、
十
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
美
浜
少
年

自
然
の
家
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
九
九
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
で

開
催
さ
れ
た
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
で
十

二
歳
の
カ
ナ
ダ
人
少
女
が
行
っ
た
ス

ピ
ー
チ
が
話
題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
子

ど
も
た
ち
の
訴
え
に
は
大
き
な
力
が
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

も
、
ユ
ー
ス
や
子

１０

ど
も
会
議
の
参
加
者
が
、
世
界
に
向
け

て
直
接
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

県
環
境
部
環
境
政

策
課　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
４

６Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/0000017686.htm
l
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８月５日（木）　場所　中央公民館本館
　　　　　　　時間　午後１時３０分～午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センターでは、成年後見制度巡回
相談（事前に予約が必要）を毎月行っています。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館内）　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















���������������������������	
�

�
���
���
��
�
�
��
	�


�
�
�

��

�
��

�
�

��

��

�
��

�
�

�
���
��
�
�
�
��
	��

�
�
�
�

�
��

�
�

�
��

�
��

�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
��

�
��

�
�

�
��
�
�
�
�
�
	�

�
�
�

�
��

�
��

�
�

�
��

�
�

�
�
�
��
���
��
	


��
���
��
��
�
��

�
��

�
�

�
��

�
��

��

��

�

�
���
��
��
���
��
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
��

�
��

��

�
	

�
���
��
�
�
��
��
	


�
�

��

�
��

�
�

�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
��
	��

�
��
��

�
�
��

�
��

�
�

��

�
�
��

�

�
�
�
��
���
��
	�

�
��
���
�
�
���
�

�
�
�
�
�

��

��

�
��

��

�
	�



�

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

�
��

�
�

�
�

�
���
��
�
�
�
�
	

�
���
��
�
���
�

�
��
�

�

�
��

�
��

�
��

	
��




�
�
�
��
���
��
	


�
��
��
��
�
��

�
�
�
�
�

�
��

��

��

�
�

�
�
�
��
���
��
	

��

�
�

�
��

�
�
��

���
���
���

�
�
�
�
�
�

��

�
��

�
�

�
�
�
��
����
��
�
�

�
�
�

�

���
�
��
�
�
��

�
��

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


��
�
�
�

����

�

�
�
�
�
�

�
��

�
�
�

����������������������������������������������������������������������										









���������������������������	
��
����������������������������������������������������������������������										









���������������������������������������������������������	
�����

日　　時場  所種　　目
６日（金）、２０日（金）、２７日（金）
午後７時３０分～午後９時

草木小学校体育館
ふれあいルーム　フォークダンス教室

４日（水）、１８日（水）
午後７時３０分～午後９時

草木小学校
体育館健康体操教室

４日（水）、１８日（水）
午後７時３０分～午後８時３０分草木公民館ヒップホップ

ダンス教室
６日（金）、２０日（金）
午後２時～午後３時３０分

中央公民館
和室ヨガ教室

５日（木）
午後７時３０分～午後９時

草木小学校
体育館

親子ビーチボー
ルバレー教室

７日（土）、１４日（土）、２１日（土）、２８日（土）、午前
９時～正午　＊８／７は、英比小学校です

草木小学校
体育館

小中学生バレー
ボール教室

バスハイクに変更します［８／８（日）］――――みんなでウォーキング
２２日（日）、２９日（日）
午前９時～正午

草木小学校
運動場

グラウンドゴ
ルフ
○非会員の方は、１人１回２００円です。
※　日時など変更になる場合は、草木地区の掲示板でお知らせし
ますので確認してください。
□申し込み・問い合わせ先　アクティブあぐい
　�０９０－６６１７－９１０１（担当　竹内）
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＊＊＊ 日帰りバスハイク参加者募集 ＊＊＊　（小雨決行）
日　時：８月８日（日）　午前８時３０分草木公民館集合
　　　　午前８時３０分出発～午後４時帰着予定
場　所：養老の滝
参加費：会員４,０００円、非会員　４,５００円（昼食付）
募集人員：２５人（先着順）　　申し込み締め切り日：７月３１日

＊＊＊ ヨガ教室開催中 ＊＊＊
日　時：毎月第１・第３金曜日　午後２時～午後３時３０分
場　所：中央公民館和室
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□人権・行政・心配ごと相談
　５日（木）、１９日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　　　　　　時間：午前９時３０分～午前１１時３０分
　※　電話での相談も受け付けます。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１９日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午後１時～午後４時
□問い合わせ先　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

８月の 

会　場内　　容日　　時

野球場ＪＡ少年野球　知多半島大会８月１日（日）

陸上競技場全日本ユース（Ｕ－１５）サッ
カー選手権クラブ予選大会

８月１日（日）・７
日（土）・１４日（土）

陸上競技場スポーツ村を走ろう
８月８日（日）
午前９時３０分～
　　午前１１時３０分

野球場全国高等学校野球選手権大会
知多地区予選会

８月１３日（金）～
　　　　２８日（土）
□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

〇高齢者からの「未公開株」の相談です。
　未公開株のパンフレットが届いてから勧誘の電話があり、
「間もなく上場する」と言われたので、家族３人で３,０００万
円分の株を購入しました。上場予定を過ぎても上場しな
かったので不安になり、解約をしたいと思います。どうし
たらいいでしょうか。

　書面で解約・返金を求めるようにと助言。
・　必ず儲かる投資はありません。｢必ず上場する｣などの
セールストークに惑わされず、契約する意思がないとき
は、勧誘には毅然とした態度できっぱり断りましょう。
・　複数の業者を名乗る電話が立て続けに入り、未公開株
などへの投資意欲をあおる ｢劇場型 ｣と呼ばれる投資詐
欺があります。被害に遭わないために、儲け話を安易に
信じないようにしましょう。
・　以前購入した未公開株を高値で買い取ると勧誘する二
次被害もあります。
消費生活相談 (無料 ) を行います。ご利用ください。
□日　時　８月１１日（水）（毎月第２水曜日）
　　　　　午前１０時～正午　午後１時～午後４時
□中央公民館本館２０５号室
□問い合わせ先　産業課　�（４８）１１１１（内２３４）
※　知多県民生活プラザでも消費生活相談を行っています。
　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時３０分
　�（２３）３３００
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広報あぐい　２０１０年７月１５日号
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

6月　救急・火災
救急救急　　　   ７７９９
交通事故交通事故　　７７
急 病急　　病　　５３５３
そそ の 他の 他　　１９１９

火災火災　　　００
建 物建　物　　００
車 両車　両　　００
その他その他　　００

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町消防団
出動人員　０人
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一般開放 町営プール 
□期　間　７月２０日（火）～８月３１日（火） 
□時　間　平日、土曜日　正午～午後４時 
　　　　　日曜日　午前１０時～午後４時 

小学校プール 
□期　間　７月２０日（火）～７月３１日（土） 
□時　間　正午～午後４時 

※　天候不順の場合はプールの利用ができません。 
※　入場無料 
□問い合わせ先　社会教育課体育係　fl（４８）１１１１（内２６２） 

　有酸素運動が行えるラボード（ランニングマシン）、コードレスバイクが２台ずつ増え、一度に多くの方が有酸
素運動を行なえるようになりました。有酸素運動は、心肺機能の強化、基礎代謝アップ、高脂血症、高血圧などの

危険因子の予防、治療効果があります。この夏トレーニング室で体力
アップを図ってください。
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使用時間：月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後９時
　　　　　火曜・木曜・土曜・日曜日　午前９時～午後５時
使 用 料：トレーニング室（中学生以上）１回２００円
　　　　　回数券２,０００円（１１回分）　温水シャワー１回１００円
　　　　　※　初回の方は講習会を受けてください。
◇問い合わせ先：　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００


